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阪大オ リジナルの源流10年 ひとむか し
長 谷 田 泰 一 郎
この10月には第100号になるか ら何か書 きませんかとお誘 いを戴いて、 この25年の越 し方往 く末を想
い返 していたのですが、 フ トこの間KamerlinghOnnes*がLeiden大学で低温の研究をスター トした
時に創刊 したCommun童catiorlsfromtheLaboratoryofPhysicsattheUniversityofLeiden一
一少 し古い先生方はLeidenComm.とい う名でよ く御存知だった低温の源流誌一 の創刊号の、そ こ
にあるにちがいないK.O.の序文 をみてみ ようと思いついたことか ら始まったお話です。
残念ながら創刊のadressは見つからなかったのですが、先ずは1885年のNo.1にDr.J.P.Kuenenと
い う名前をみつけて10年の既知にめ ぐり合った思いで した。 このKuenenは1908年7月8日のLeiden
におけるHe液化成功当 日のすべてが記載 されて いるLeidenComm.のNo.108号(1908年)の中にliq.
Heが貯 っているガラス容器の壁 にメニスカスが見 えない(垂 直に接 してい る)の に気がついたことが
記 されていて、その名前を私 が知った当人 なのです。彼のNo.1号の中での報文はliq.CO2の表面張 力
に関す るもので、ズシリと重い歴史の流れを感 じさせ られたことで した。
そ して もう一つ。 このLeidenComm.のNo.108をくわ しく紹介 したOxfordのKMendelssohnが
"TheQuestforAbsoluteZero"(McGrawHill1966**)のなかでK.O。は このComm.をexclu-
sivelyにLeiden大学での低温の研究にdevoteした。そ して、その ことがLeidenをまさに低温の メッカ
に育て上 げたと述べてい るのです。気をつけてページをめ くってい くと、Leiden大学で仕事を して い
たP.ZeemanやdeVries等の名前 は何度 も出て くるがAmsterdam大学 のかのvanderWaalsの寄稿
はみつからない。ど うや ら、Mendelssohnの指摘は、彼の独断 と偏見だけではない らしいのである。
我々がこの25年の間、阪大オ リジナル と称 して意地をはって来たことには、(1)寄稿は ジュニヤから
シニアまですべての研究者、それにテクニシャン、オペ レータは勿論、事務関係の人 々など、どなたに
もお願い しよう、 しか し、すべてexclusiveに阪大の人達に限 ろう とにか く身内のサーキュラーだと
い う事を貫 くこと、そして、(2)話題 も出来るだけ身内か らの ものに限ろ う とつとめて きた事があげら
れると思います。
あまりにも融通無碍情報過多の近年す こしばか りの意地をはって独 自のものを育てよ うとい う姿勢 と
い った積 りで した。
よく阪大オ リジナルの議論があ りますが、どんなに幼稚で も、時には間違っていてさえも良いか ら、
阪大の中で我々が思いついたこと、やってみた ことをここに残 しておこう、ということが繰返 し述べ ら
れている。先 日、よそには書けない詳細 な技術 ノー トを充実 しようとい う提案があ りま した。大賛成で
す。(3)何から何まで書 きつ くすサーキ ュラーといった構想 もよいのではないか。
ところで、私が阪大を定年になった1985年4月にNo.50号になったので記念号を出 したのですが、
その編集を した1984年秋 には、 これか らの50年 の間に超伝導のT。はどこまで上るか、な どノソキな調
子で予想を募集 した りしていたのです。ナソ ト!次の年にはhighT。の嵐が吹 きあれたので した。た し
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かに我々は気づ こうが気づ くまいが歴史の中に生 きているんだなと実感す ること切な ものがあ ります。
No.50号では、当時院生だった人 も加えて若い人 々と35人程 で、低温 の夢 を語 り合ったのですが、
今、10年ひとむか し経 って読み直 してみ ると、おどろいたことにhighT。の出現を予想 した人が35人
の中に数人はいたのです。勿論、何の根拠 もな くだったのですが一 ヒョッとするとシニヤや人々には
御遠慮願 って、若い人だけで夢 を追ったからかも知れない。
これから先の この低温だよりの毎号の中にズシリと重い記録がつぎつぎに刻まれてい くことを祈 って
筆をお くことに します。
*現在K ,O.研究 所 のProf.G.Frossatiによ れ ば 、 カ タ カ ナ で 書 け ば カ メル リソ ・オ ソ ネ ス が 一 番 近 か
ろ う と の こ と。GHisinfactmuteinhisname.
**絶対 零 度 へ の 挑 戦K .メ ソ デ ル ス ゾ ー ソ(大 島 恵 一 訳)ブ ル ー バ ッ ク ス が あ りま す 。 四 つ む か しの
古 い 本 で す が 名 著 で す 。
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